
昔
、
鹿
屋
で
起
き
た
出
来
事
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！
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写真で見る「かのや」の今・昔

広域消防の発足（大隅肝属地区消防組合消防本部、中央消防署）

今
昔

大隅広域市町村圏事業の一環として消防に関する事務を共同処理

し、業務を広域的かつ合理的に運営するため、鹿屋市及び肝属郡の

９町（串良町、吾平町など）で、昭和 52 年に大隅肝属地区消防

組合を設立。その翌年には消防本部と中央消防署の庁舎を新川町に

構え、火災や災害、救急搬送など最前線で活動しています。

昭和53年

組合設立前の鹿屋市消防署

　

大
隅
地
域
は
地
理
的
条
件
か
ら
、
鹿

児
島
空
港
へ
の
交
通
が
不
便
で
、
特
に

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
空
港
へ
行

く
場
合
、
垂
水
港
ま
で
移
動
し
フ
ェ

リ
ー
で
鹿
児
島
市
へ
渡
り
、
リ
ム
ジ
ン

バ
ス
で
空
港
へ
向
か
う
と
い
う
ル
ー
ト

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
ル
ー
ト
は
移
動
時
間
が
か
か
る

こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
は
空
港
へ
の
移

動
に
自
家
用
車
か
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
タ
ク
シ
ー
で
の
移
動

に
は
２
万
円
以
上
の
料
金
が
か
か
る
こ

と
や
、
自
家
用
車
の
駐
車
料
金
が
高
い輝北町上百引を走る定期化された空港特急

バス

空
港
特
急
バ
ス
の
定
期
化

空
港
特
急
バ
ス
の
定
期
化

と
い
う
不
満
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
大
隅
半
島
の
バ
ス
路
線
を

運
行
し
て
い
る
鹿
児
島
交
通
が
、
昭
和

57
年
に
鹿
屋
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
鹿
児

島
空
港
間
を
直
行
で
結
ぶ
臨
時
バ
ス
を

正
月
と
お
盆
の
前
後
を
中
心
に
予
約
制

で
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
利
用
客
の
増
加
や
定
期
化

を
望
む
住
民
と
近
隣
市
町
の
強
い
要
望

に
よ
り
、
昭
和
62
年
２
月
に
直
行
バ
ス

か
ら「
空
港
特
急
バ
ス
」
と
名
称
を
変

え
本
格
的
に
運
行
を
開
始
。
バ
ス
は
鹿

屋
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
高
隈
、
百
引
、

市
成
な
ど
を
経
由
し
て
鹿
児
島
空
港
を

結
び
、
片
道
約
１
時
間
40
分
で
毎
日
８

往
復
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

運
賃
も
安
く
な
り
、
予
約
な
し
で
乗
車

可
能
と
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
10
月
に
は
既
定
路
線
に
加

え
、
大
隅
縦
貫
道
か
ら
、
東
九
州
・
九

州
自
動
車
道
を
経
由
し
た
路
線
が
追
加

さ
れ
、
大
隅
地
域
と
空
港
を
結
ぶ
空
港

特
急
バ
ス
の
利
便
性
は
さ
ら
に
高
く
な

り
ま
し
た
。
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